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円と接する長方形・２ 

 

 下の図のように，長方形ＡＢＣＤとおうぎ形ＯＰＱが，辺ＣＤを２等分する点Ｒにおいて接しています。

辺ＡＤと直線ＯＲは平行であり，おうぎ形ＯＰＱの弧とＯＢが交わる点をＳ，頂点Ｂを通る直線と接する点

をＴとします。このとき，角ＳＯＴは６０度になります。 

 辺ＡＤの長さが１０㎝，おうぎ形ＯＰＱの半径が１２㎝で，三角形ＯＲＳの面積が１１.２５㎝２のとき，

長方形ＡＢＣＤの面積を求めなさい。円周率は３.１４とします。 
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円と接する長方形・２ ７５㎝２ 

 

 下の図において，ＯＢと辺ＣＤの交わる点をＥとします。あみ目でしめした直角三角形ＯＲＥとＢＣＥは

１２：１０＝６：５の相似なので，ＯＥ：ＥＢ＝６：５です。また，直角三角形ＢＯＴに注目をすると， 

ＯＢの長さは１２×２＝２４（㎝）なので，ＯＳ：ＳＢ＝１：１です。比をそろえると， 

ＯＳ：ＳＥ：ＥＢ＝１１：１：１０となるので，影をつけた三角形ＢＲＥの面積は， 

１１.２５×
１０

１１
＝

２２５

２２
（㎝２）です。ＲＥ：ＥＣ＝６：５であることから，三角形ＲＢＣの面積は， 

２２５

２２
×

６＋５

６
＝

７５

４
（㎝２），長方形ＡＢＣＤの面積は，

７５

４
×４＝７５（㎝２）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最難関問題 
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